
３
日
（
月
）
〜

日
（
火
）

25
マ
ラ
ソ
ン
月
間

校
庭
に
出
て
み
る
と
、
な
に
や
ら
よ
い
香
り

３
日
（
月
）
連
合
音
楽
鑑
賞
教
室
（
５
）

が
・
・
・
。
見
る
と
木
か
ら
落
ち
た
ぶ
ん
た
ん

感
謝
と
希
望
の
歌
〜
」
を
披
露
し
、
式
典
の
前

４
日
（
火
）
社
会
科
見
学
（
６
）

が
足
元
に
あ
り
ま
し
た
。

開
校
百
二
十
周
年
「
共
に
生
き
る
」

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

５
日
（
水
）
４
時
間
授
業

落
ち
葉
の
量
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ

式
典
の
中
で
は
、
五
・
六
年
生
に
よ
る
喜
び

６
日
（
木
）
障
害
理
解
教
育
（
４
）

ひ
と
つ
そ
れ
ぞ
れ
違
う
き
れ
い
な
色
で
す
。

副
校
長

武
井

和
幸

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
声
が
体

８
日
（
土
）
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
６
）

池
に
何
か
浮
い
て
い
る
の
を
発
見
。
黄
色
く

育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
言
葉
の

障
害
理
解
教
育
（
４
）

て
丸
い
。
校
庭
に
実
っ
た
カ
リ
ン
で
し
た
。

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
大
泉
小
開
校
百
二

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

日
（
月
）
委
員
会
活
動

大
泉
小
の
校
庭
側
は
特
に
高
い
建
物
が
少
な

10

十
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
今
、
大
泉
小
で
友
達
と
共
に
学
べ
る
幸
せ
に

安
全
指
導

い
で
す
か
ら
、秋
の
空
の
広
さ
が
気
持
ち
い
い
。

練
馬
区
お
よ
び
練
馬
区
教
育
委
員
会
や
地
域
の

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

日
（
火
）
個
人
面
談
（
５
時
間
授
業
）

校
庭
に
は
た
く
さ
ん
の
発
見
が
あ
り
ま
す
。

11

皆
様
始
め
、
大
泉
小
に
か
か
わ
る
多
数
の
皆
様

「
あ
り
が
と
う
。」

日
（
水
）
４
時
間
授
業

休
み
時
間
に
な
る
と
運
動
委
員
会
の
子
が
、

12

の
ご
臨
席
の
も
と
、
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が

「
一
万
二
千
人
を
超
え
る
先
輩
た
ち
が
」

（
１
年
３
組
は
除
く
）

一
輪
車
の
倉
庫
を
あ
け
て
く
れ
ま
す
。
早
く
乗

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝

「
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
大
泉
小
の
伝
統
を
」

日
（
木
）
個
人
面
談
（
５
時
間
授
業
）

り
た
く
て
、
走
っ
て
き
た
低
学
年
の
子
た
ち
が

13

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ぼ
く
た
ち
、
私
た
ち
が
守
り
、
さ
ら
に
発
展

避
難
訓
練

う
れ
し
そ
う
に
お
気
に
入
り
の
一
台
を
運
び
出

こ
の
開
校
百
二
十
周
年
は
、「
共
に
生
き
る
」

さ
せ
て
い
き
ま
す
。」

煙
ハ
ウ
ス
体
験
（
５
）

し
ま
す
。

を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
大

「
大
泉
小
学
校
に
通
っ
た
こ
と
を
い
つ
ま
で
も

日
（
金
）
個
人
面
談
（
５
時
間
授
業
）

安
全
の
た
め
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
が
使
え
る
曜

14

泉
小
学
校
は
、
常
に
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
ま

誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
き
ま

合
同
球
技
大
会
（
五
）

日
は
学
年
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
日
が

し
た
。
こ
の
共
に
生
き
る
で
は
、
地
域
・
家
族

す
。」

日
（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動

「
サ
ッ
カ
ー
の
日
」
の
学
年
の
子
は
ひ
と
き
わ

17

・
友
達
と
の
か
か
わ
り
だ
け
で
な
く
、
昨
年
の

「
共
に
未
来
へ
」

日
（
火
）
個
人
面
談
（
５
時
間
授
業
）

う
れ
し
そ
う
で
す
。

18

東
日
本
大
震
災
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の
支
援
や
交

「
歩
み
続
け
ま
す
。」

日
（
水
）
国
際
理
解
教
育
（
６
）

バ
ス
ケ
、
鬼
ご
っ
こ
、
ホ
ッ
ピ
ン
グ
・
・
・
。

19

流
活
動
を
通
し
て
も
共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切

こ
れ
か
ら
の
大
泉
小
を
作
っ
て
い
く
子
供
た

日
（
木
）
個
人
面
談
（
５
時
間
授
業
）

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
の
明
る
い
声
が
響
き
ま

20

さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

日
（
金
）
個
人
面
談
（
５
時
間
授
業
）

す
。

21

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
は
、
開
校
百
二
十

百
二
十
周
年
の
歴
史
あ
る
大
泉
小
が
こ
れ
か

日
（
日
）
天
皇
誕
生
日

少
し
ず
つ
寒
い
季
節
に
向
か
い
ま
す
が
、
こ

23

周
年
記
念
集
会
、
が
ん
ば
ろ
う
日
本
集
会
の
募

ら
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
実

日
（
月
）
振
替
休
業
日

れ
か
ら
も
外
遊
び
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

24

金
活
動
、
記
念
誌
で
の
一
人
一
人
の
言
葉
な
ど

感
で
き
た
式
典
で
し
た
。
そ
の
後
の
祝
賀
会
で

日
（
火
）
冬
休
み
前
集
会

（
大
木

篤
）

25

が
あ
り
ま
し
た
。

は
、
多
数
の
皆
様
と
共
に
、
開
校
百
二
十
周
年

給
食
終

そ
し
て
当
日
の
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
テ

を
お
祝
い
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思

５
時
間
授
業

ー
マ
を
も
っ
て
臨
ん
だ
式
典
と
祝
賀
会
は
忘
れ

っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま

日
（
水
）
冬
季
休
業
日
始
め

26

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

で
ご
尽
力
を
く
だ
さ
っ
た
周
年
実
行
委
員
の
皆

ま
ず
、
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
前
に
は
、
金
管

様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
、
金
管
バ
ン
ド
の
保
護
者

バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
同
窓
会
の
皆
様
、
そ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、「
ア
デ
ス
テ
・
フ
ィ

し
て
参
加
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

デ
レ
ス
」
と
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
〜

ま
す
。
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◎
『
心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
室
』
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
相
談
員
は
、
浅
沼
玲
子
相
談
員
で
す
。

・
時
間
は･

･
･

火
曜
日
・
水
曜
日

…

時
〜

時

10

15

金
曜
日
…

時
〜

時

10

16

・
場
所
は･･

･

和
室
で
行
い
ま
す
。

《

月
の
生
活
目
標
》

12
「
外
遊
び
や
運
動
を
し
て

体
を
き
た
え
ま
し
ょ
う
」

月
の
行
事
予
定

12



四
年
生
は
身
近
な
事
を
題
材
に
し
て
、
友
達

各
委
員
会
の
委
員
長
さ
ん
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

僕
た
ち
集
会
委
員
会
は
、
「
み
ん
な
で
楽
し

と
仲
良
く
協
力
し
合
い
な
が
ら
学
習
や
活
動
に

の
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

め
る
集
会
」
を
目
標
に
、
集
会
の
計
画
を
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

い
ま
す
。
集
会
の
一
週
間
前
に
は
、
本
番
の
準

社
会
科
で
は
、
清
掃
局
や
水
道
局
の
方
々
に

備
を
し
、
よ
り
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
活

来
て
い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
や
水
に
つ
い
て
学
習
し

計
画
代
表
委
員
会
は
、
百
二
十
周
年
記
念
ロ

動
し
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
実
際
に
自
分
た
ち
で
ゴ
ミ
を
分
別
し

ン
グ
集
会
の
進
行
を
し
た
り
、
運
動
会
の
め
あ

た
り
、
目
の
前
の
汚
れ
た
水
が
薬
品
で
き
れ
い

て
を
考
え
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
去
年
と
同

に
な
る
の
を
実
験
し
た
り
見
た
り
し
て
、
体
験

様
に
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の

的
に
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
泉
小
学
校
が
よ

ぼ
く
た
ち
環
境
委
員
会
で
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ

理
科
で
は
普
段
何
気
な
く
見
て
い
た
校
庭
の

り
よ
く
な
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

観
察
や
理
科
室
の
掃
除
な
ど
の
学
校
全
体
を
き

木
々
や
植
物
、
星
や
月
の
変
化
を
観
察
す
る
こ

れ
い
に
す
る
た
め
の
仕
事
を
定
期
的
に
行
っ
て

と
で
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

い
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
地
域
安
全
マ

こ
の
他
に
も
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
の
呼

ッ
プ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
各
班
に
分
か
れ
、

運
動
委
員
会
で
は
、
主
に
体
育
や
休
み
時
間

び
か
け
や
、
節
電
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
、
み
な
さ

保
護
者
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ

に
使
う
遊
具
を
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

ん
に
呼
び
か
け
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

き
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
自
分

整
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
水
泳
の
準

た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
「
入
り
や
す
い
場

備
や
、
マ
ラ
ソ
ン
集
会
な
わ
と
び
集
会
で
は
司

所
」「
見
え
に
く
い
場
所
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
安

会
進
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
な
場
所
、
危
険
な
場
所
を
調
べ
、
ま
と
め
ま

図
書
委
員
会
で
は
、
主
に
休
み
時
間
の
本
の

し
た
。
十
一
月
の
土
曜
公
開
日
に
は
安
全
マ
ッ

貸
し
出
し
や
本
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

プ
の
発
表
会
を
行
い
、
多
く
の
保
護
者
の
方
に

春
と
秋
の
年
二
回
あ
る
「
読
書
旬
間
」
に
は
、

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
発
表
た

保
健
・
美
化
委
員
会
で
は
、
せ
っ
け
ん
の

景
品
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
図
書
委

め
に
多
く
の
練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
本
番

補
充
、
水
質
検
査
、
保
健
新
聞
、
予
防
ポ
ス
タ

員
会
発
表
集
会
で
「
素
読
（
暗
記
し
て
音
読
す

で
は
参
観
者
の
多
さ
に
か
な
り
緊
張
を
し
て
い

ー
作
成
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
）」
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

た
様
子
で
す
。
発
表
を
終
え
た
達
成
感
と
安
堵

私
た
ち
、
保
健
・
美
化
委
員
は
こ
う
し
た
活

ま
た
、
毎
年
の
「
干
支
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
も

感
は
ひ
と
し
お
の
よ
う
で
し
た
。

動
を
通
し
て
、
み
ん
な
が
健
康
に
過
ご
せ
る
よ

し
て
い
ま
す
。

展
覧
会
で
は
、
電
動
の
こ
ぎ
り
や
彫
刻
刀
を

う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

図
書
委
員
会
は
、

初
め
て
使
っ
て
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
し

大
泉
小
の
み
ん
な
が

た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
や
繊
細
な
表
現
な

本
を
大
好
き
に
な
っ

ど
、
と
て
も
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

て
く
れ
る
よ
う
、
み

日
々
の
学
習
や
活
動
の
ほ
か
に
も
行
事
を
一

放
送
委
員
会
で
は
、
毎
日
三
つ
の
放
送
を
し

ん
な
で
協
力
し
て
、

つ
一
つ
や
り
遂
げ
、
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し

て
い
ま
す
。
朝
の
放
送
、
お
昼
の
放
送
、
放
課

活
動
し
て
い
ま
す
。

た
。
学
習
へ
の
取
り
組
み
や
友
達
と
の
か
か
わ

後
の
放
送
で
す
。
例
え
ば
、
お
昼
の
放
送
で
は

り
方
な
ど
を
見
る
と
、
高
学
年
に
近
づ
い
て
い

音
楽
ク
イ
ズ
を
流
し
て
い
ま
す
。
「
み
ん
な
が

る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

楽
し
く
な
る
放
送
」
が
、
私
た
ち
放
送
委
員
会

（
遠
藤

敦
）

の
目
標
で
す
。
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四

年

生

の

様

子

連

合

音

楽

鑑

賞

教

室

委

員

会

活

動

の

紹

介

☆
計
画
代
表
委
員
会

☆
運
動
委
員
会

☆
図
書
委
員
会

☆
放
送
委
員
会

☆
集
会
委
員
会

☆
環
境
委
員
会

☆
保
健
・
美
化
委
員
会

今
年
度
の
音
楽
鑑
賞
教
室
は
、
十
二
月
三

日(

月)

と
四
日
（
火
）
に
練
馬
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
泉
小
の
五

年
生
は
三
日
（
月
）
の
午
後
の
演
奏
を
聴
き

に
行
き
ま
す
。

演
奏
し
て
く
だ
さ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
東

京
都
交
響
楽
団
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ヘ

ン
デ
ル
作
曲
の
組
曲
「
水
上
の
音
楽
」
よ
り

ア
ラ

ホ
ー
ン
パ
イ
プ
・
シ
ベ
リ
ウ
ス
作
曲

の
組
曲
「
カ
レ
リ
ア
」
よ
り
Ⅲ

行
進
曲
風

に
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
作
曲
の
シ
ン
コ
ぺ
ー
テ

ッ
ド
ク
ロ
ッ
ク
・
モ
ン
テ
ィ
作
曲
の
チ
ャ
ル

ダ
ッ
シ
ュ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
の
交
響

曲
第
９
番
ホ
短
調
「
新
世
界
よ
り
」
第
４
楽

章
で
す
。
曲
の
合
間
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

伴
奏
で
、「
ビ
リ
ー
ブ
」
を
全
員
合
唱
し
た
り
、

楽
し
い
楽
器
紹
介
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
弦
楽
器
、
木
管
楽
器
、

金
管
楽
器
、
打
楽
器
か
ら
成
り
、
色
々
な
楽

器
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
音
で
表
現
し
ま
す
。

楽
器
紹
介
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
素
晴
ら
し

い
演
奏
を
見
た
り
聴
い
た
り
で
き
る
事
は
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
良
い
勉
強
に

な
る
事
と
思
い
ま
す
。

（
寺
本

美
郷
）


